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海外事業活動の拡大と国内雇用 

• 製造業企業数と雇用者数の推移 
• 海外事業活動と国内の事業活動は補完的か代替的か？ 
－先行研究からの知見－ 
• 多国籍企業内における国内外雇用の補完性・代替性 
• 産業レベルの輸入や海外生産と国内雇用との関係 

• 主要販売先企業の海外生産拡大と国内企業の雇用（ミク
ロ分析） 

• まとめ 
 
 



▲96.3 万人 

▲40.1 万人 



▲10.7 万社 

▲1600社 



海外事業活動と国内の事業活動は補完的か
代替的か？ ---- 先行研究からの知見（1） 

 
• 1970年代末ごろから、米国、スウェーデンの多国籍企業
を中心に、実証研究が進む。 

• 海外生産と国内雇用との関係（1990年代以降、多国籍企
業の親会社と海外子会社とのデータを接続し、分析が進展。
多国籍企業内における海外・国内の補完性・代替性） 
• 海外雇用を増やしたことが国内雇用を大きく減らす、と
いう結果は得られていない。 

• より近年の分析では、どちらかというと正の関係を示す
結果が多い。（米国：Desai et al. 2009、欧州：
Wagner 2011など参照） 

 
 



海外事業活動と国内の事業活動は補完的か
代替的か？ ---- 先行研究からの知見（2） 

 
• 日本の製造業多国籍企業における海外生産と国内雇用との
関係 
• Yamashita & Fukao (2010) ：海外生産を拡大したこと
が国内雇用を減らしたという結果は得られない。 

• Tanaka (2012)：多国籍企業化した後、国内雇用は増え
る（少なくとも短期的には） ⇔ Edamura et al. 
(2012)：アジアへFDIした企業では国内雇用が減る傾向。 
 

⇒多国籍企業内においては、海外生産（雇用）と国内雇用
とが代替的であるという強い実証的証拠は得られていない 

 



海外事業活動と国内の事業活動は補完的か
代替的か？ ---- 先行研究からの知見（3） 

 • 多国籍企業でない国内企業に対する影響はどうなのか？ 
• 海外からの輸入増加（産業レベル）と国内雇用との間に負
の関係がみられることが多い 
• 米国：Katz & Murphy (1992), Bernard et al. (2006)  
• 日本：Tomiura (2003) 

• アジアへのFDIによって、約60万人の国内雇用が失われた
と推計（Fukao & Yuan 2001) 

 
⇒産業内の平均的企業の雇用に対して、海外（特に低賃金
国）からの輸入増や低賃金国へのFDI増加は負の影響？ 
⇒多国籍企業の海外生産拡大は、そのサプライヤーである国
内企業の雇用にどのような影響を与えるのか？（実証研究が
ほとんどない） 



多国籍企業の海外生産拡大は、国内のサプライ
ヤー企業の雇用にどのような影響を与えるのか？ 

• Ito & Tanaka (2012)による暫定的な結果（分析対象は従業者数
50人以上の国内企業＝自社は海外生産拠点を持たない） 

 

 
← 海外生産を拡大できるような「良い」多国籍企業を取引先に

持つことが重要？ （販売先が海外で売上を伸ばし、海外生産を
拡大すれば、国内企業への注文も増加？） 
← 取引関係のselection, matchingをより詳細に分析する必要あ
り？ 
← 多国籍企業の海外生産によって深刻な影響を受けているのは、
さらに小規模な企業（従業者数50人未満）？ 



まとめ 
• 海外生産・雇用の拡大が、すべての国内企業に負の影響をも
たらすわけではない。 

• 取引先の海外活動がうまくいけば、国内サプライヤー企業も
正の影響を受ける可能性がある。ただし、取引関係の選別が
進む可能性はある。 

• 海外活動の拡大には、情報不足による不確実性やリスクが伴
う（学術研究においても、近年注目されている論点）←小規
模な輸出から始めて、うまくいけば拡大する。輸出開始後ま
もなくは、輸出市場からの撤退も多い。 

• 海外事業に一度失敗しても、次に活かすようなメカニズムが
必要 

• 取引関係の選別が厳しくなることに対し、どう対応するか？ 
→事業転換、M&Aへの嫌悪感の解消、旧来の取引関係にと
らわれない新しい関係の構築 
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